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梅雨きなかの 6 月 29 日土曜日の午後、重信町下林
の拝志大橋下で、南吉井小学校 5 年生 ・ 拝志小学校
5 ・ 6 年生児童120名が、重信川の浅瀬に入り、ザル
で流れの生物をすくったり、石を拾い、表面や底に
ついている生物を、ピンセットで捕え、水生生物の
種類による重信川の水質-検査を行いました。

- - ・'一 -白』川市
一・ '

，ー

JIIをのそいて
みませんか

(雪量) (7 月 1 日現在)
面積 100.59km'

人口 20 ， 915人( -37) 
男 9 ， 998 人(-22) 

女 10 ， 917 人(-15) 

欧帯数 6 , 795t~:帯 (-1 1)
一 世帯平均 3 . 08 人

人口密度 208 人
( )内は前月比
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ご存じですか

第 7 回

ツベルクリン反応検査・… ..4

健康診査結果報告会...... ... 5

-・ 「広報 しげのぶ」の早期配布にご協力下さい・



(2) 

重
信
町
六
月
定
例
議
会

高
速
道
路
周
辺
整
備
事
業
費
な
ど

一
般
会
計8
億
3

、

7
8
4

万
円
を
補
正

ぷ、

第
百
四
十
四
重
信
町
議
会
定
例
会

は
、
六
月

二
十
五
日
に
招
集
さ
れ
、

六
月
二
十
八
日
ま
で
の
四
日
間
の
会

期
で
聞
か
れ
ま
し
た
。

。

提
出
さ
れ
た
総
額
八
億
三
千
七
百

八
十
四
万
円
(
累
計
四
十
九
億
三
千

八
百
八
十
四
万
円
)
の

一
般
会
計
補

正
予
算
と
、
十
月
か
ら
第

二
・

四
土

曜
日
を
閉
庁
す
る
条
例
の
制
定
な
ど

十
七
議
案
を
原
案
可
決
・

同
意
し
ま

し

た
。

ま
た
、
米
の
政
府
買
い
入
れ
価
格

な
ど
に
関
す
る
陳
情
を
採
択
し
、
同

趣
旨
の
意
見
書
の
提
出
を
決
め
ま
し

た
。

のtt' し幸良広

。

最
終
日
の
二
十
八
日
に
は
、
六
名

の
議
員
か
ら
、
農
業
問
題
、
基
本
計

画
、

勤
労
者
福
祉
、
ゴ
ミ
問
題
、
道

路
改
良
、
水
道
料
金
、
生
活
環
境
、

老
人
医
療
な
ど
各
方
面
に
わ
た
り

一

般
質
問
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

今
回
議
決
さ
れ
た
主
な
も
の
は
次

の
と
お
り
で
す
。

。

一
般
会
計
補
正
予
算

O

土
地
改
良
事
業四

八
、

O
二
五
千
円

。
農
林
地
域
改
善
事
業

五
一
、
四

二
九
千
円

。
農
村
総
合
整
備
モ
デ
ル
事
業

三
二

、

八
九
五
千
円

。

道
路
新
設
改
良
事
業

九
八
、
八
八
五
千
円

。

平
松
上
樋
線
改
良
事
業

一
九
八
、
O
O
九
千
円

。
菖
蒲
片
山
線
改
良
事
業

三
九
、
O
八
六
千
円

。
高
速
道
路
周
辺
整
備
事
業
(
農
道

水
路
改
良
二
十
二
ヶ
所
)

二
四
六
、
七
七
一
千
円

。
重
信
町
の
休
日
を
定
め
る
条
例

十
月
か
ら
毎
月
第

二
及
び
第
四
土

曜
日
を
休
日
と
し
、
閉
庁
す
る
も
の

で
す

。

。
収
入
役
の
選
任

欠
員
に
伴
う
収
入
役
に
野
中
信

一

郎
教
育
長
(
下
林
)
を
選
任
す
る
こ

と
に
同
意
し
ま
し
た
。

。
教
育
委
員
の
選
任

教
育
長
の
収
入
役
選
任
に
伴
う
教

育
委
員
に
高
橋
謙

一
氏
(
横
河
原
)

を
選
任
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま

し
た
。

野中信一郎氏

収入役

謙一氏

教育委員

高橋

。
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
の
選
任

任
期
満
了
に
伴
う
固
定
資
産
評
価

審
査
委
員
会
の
委
員
に
、
花
山

常
雄

氏

(
西
岡
、
再
)
、
岩
田
至
氏
(
上

村
、
新
)
を
選
任
す
る
こ
と
に
同
意

し
ま

し
た
。

役
場
は
叩
月
か
ら

第
2

・
第4
土
曜
日
が

休
み
に
な
り
ま
す

重
信
町
役
場
で
は

叩
月
か
ら
毎
月

第
二
・

第
四
土
曜
日
を
休
み
と
す
る

「
土
曜
閉
庁
」

を
実
施
し
ま
す
。

す
で
に
、
国

・

県
を
は
じ
め
全
国

の
自
治
体
の
大
部
分
が
実
施
し
て
い

ま
す
が
、
本
町
で
も
叩
月
か
ら
第

二

.

第
四
土
曜
日
が
休
み
に
な
り
ま
す

。

し
か
し
、
次
の
職
場
に
つ
い
て
は
、

今
ま
で
ど
お
り
業
務
を
行
い

ま

す
。

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま

す
。

今
ま
で
ど
お
り

業
務
を
行
う
職
場

V
清
掃
セ
ン
タ
ー

V
町
民
会
館

V
保
育
所

V
小
・
中

学
校

V
幼
稚
園

V
図
書
館
・

歴
史
民
俗
資
料
館

V
ト

レ
ー
ニ

ン
グ
セ
ン
タ
ー

V
給
食
セ
ン
タ
ー

ま
た
、
日
曜
な
ど

休
日
に
、
行
っ

て
い
ま

す
婚
姻
・
出
生
届
の
受
付
や
、

死
亡
届
の
受
付
及
ぴ
埋
火
葬
許
可
書

の
発
行
は
休
み
と
な
る
土
曜
日
も
行

い
ま
す

。

平成 3年度中の10月以降の閉斤日

10月 11 月 12月 1 月 2 月 3 月

12 9 14 11 8 14 
• • • • • • 

26 23 28 25 22 28 

「防火の日」一一日 は:一一一毎月 1



国

民

加
算
額
対
象
者
に
異
動
が
あ
っ

た
と
き
は
速
や
か
に
届
け
出
を

ぶ

障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金

の
加
算
額
の
対
象
に
な
っ
て
い
る
子

供
が
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
た
と

き
は
「
加
算
額
対
象
者
不
該
当
届
」

を
役
場
国
民
年
金
係
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

の

①
死
亡
し
た
と
き

②
生
計
維
持
の
状
態
が
止
ん
だ
と

友
、

③
婚
姻

し
た
と
き

④
配
偶
者
以

外
の
養
子
と
な

っ
た

と
き

⑤
離
縁

し
た
と
き

⑥
障
害
の
程
度
が

一
級
又
は
二
級

の
状
態
に
あ
る
二
十
歳
未
満
の
者

が
一
級
・
二
級
の
状
態
で
な
く
な

っ
た
と
き

t1' し幸良広

こ
の
届
け
出
を
忘
れ
て
い
る
と
、

年
金
を
受
け
過
ぎ
て
、
後
で
返
さ
な

け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
ま
す
の
で
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

(3) 

豊
か
さ
を
、
年
金
バ
ト
ン
で
リ
レ
ー
す
る

年

金

老
齢
福
祉
年
金
を
受
け
と
っ
た
ら

国
民
年
金
証
書
を
提
出
し
ま
し
ょ
う

八
月
は
、
老
齢
福
祉
年
金
を
受
け

て
い
る
方
が
、
「
国
民
年
金
証
書
」

を
提
出
す
る
時
期
で
す
。

こ
れ
は
、
受
給
者
の
方
々
の
生
存

の
確
認
や
、
本
人
、
配
偶
者
及
び
扶

養
義
務
者
の
前
年
所
得
額
の
調
査
を

行
い
、
今
年
の
八
月
か
ら
翌
年
の
七

月
ま
で
の
年
金
支
払
額
を
決
定
し
、

国
民
年
金
証
書
に
書
き
込
む
た
め
に

必
要
な
、
」
と
で
す
。

も
し
、
提
出
し
な
か
っ
た
り
、
遅

れ
た
り
し
ま
す
と
、
十

一
月
の
支
払

い
か
ら
年
金
が
受
け
ら
れ
な
い
こ
と

に
な
り
ま
す
。

老
齢
福
祉
年
金
の
八
月
期
(
四
月

か
ら
七
月
分
)
の
支
払
い
が
、
八
月

十
二
日
か
ら
各
郵
便
局
で
行
わ
れ
ま

す
の
で
、
年
金
を
受
け
取
っ
た
ら
、

速
や
か
に
役
場
国
民
年
金
係
へ
国
民

年
金
証
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
役
場
国
民
年
金
係
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ネ見

務

(1 )せう
しに今

所ま改年
得すめ度
割。らの

のれ個
税ま人
率 し住
にた民
つの税
いでが
てお次

知の
らよ

( )内町民税

税率 改正後 改正前

5% 160万円以下 120万円以下

(3) の金額 の金額

叩% 550万円以下 500万円以下

(8) の金額 の金額

15% 550万円超の 500万円超の

日 1) 金額 金額

口座振替利用者

の方にお知らせ.グ

毎月発送していた、 口座振替用領収書兼通知

書のはがきを、平成 3 年度から経費節減等をは

かるため、 4 月と 10月の年 2 回、お送りすること

にいたしましたので、ご了承下さい。

だ

よ基
礎
控
除
、
配
偶
者
控
除
、
扶

養
控
除
及
び
配
偶
者
特
別
控
除

の
額
の
引
き
上
げ
に
つ
い
て

(2) 

項 自 改正後 改正前

基礎控除 31万円 30万円

配偶者控除 31万円 30万円

扶養控除 31万円 30万円

配偶者特別控除 31万円 30万円

吟 4月 10 月
年 2 回

送付

口座振替用

領収書

納税は便利な口座振替制度の

ご利用を.グ

所
得
割
の
非
課
税
基
準
額
の
引

き
上
げ
に
つ
い
て

低
所
得
者
の
負
担
を
軽
減
す
る
た

め
、
前
年
中
の
所
得
の
金
額
が
、
三

十
四
万
円
に
本
人
、
控
除
対
象
配
偶

者
及
び
扶
養
親
族
の
合
計
数
を
乗
じ

て
得
た
金
額
(
控
除
対
象
配
偶
者
又

は
扶
養
親
族
を
有
す
る
場
合
に
は

、

そ
の
金
額
に
さ
ら
に
十
五
万
円
(
平

成
2

年
度
は
九
万
円
を
加
算
し
た
金

額
)
以
下
の
人
に
つ
い
て
は
、
所
得

割
が
非
課
税
と
さ
れ
ま
し
た
。

同
均
等
割
の
非
課
税
基
準
額
の
引

き
上
げ
に
つ
い
て

均
等
割
の
み
を
課
す
べ
き
者
に
係

る
均
等
割
の
非
課
税
基
準
が
、
二
十

七
万
二
千
円
を
超
え
な
い
範
囲
内
に

お
い
て
条
例
で
基
本
額
と
し
て
定
め

る

一
定
金
額
に
本
人
、
控
除
対
象
配

偶
者
及
ぴ
扶
養
親
族
の
合
計
数
を
乗

じ
て
得
た
金
額
に
、
控
除
対
象
配
偶

者
又
は
扶
養
親
族
を
有
す
る
場
合
に

は
三
万
二
千
円
を
超
え
な
い
範
囲
内

に
お
い
て
条
例
で
加
算
額
と
し
て
定

め
る
一
定
金
額
を
加
算
し
た
金
額
と

さ
れ
ま
し
た
。

(3) 

町県民税第2期

国民憧康保険税第2期

納税期限 9 月 2 日(月)

8 月の納税

来月は

国民健康保険税

一一一納税は便利な口座振替で一一一

第3期



(4) 

圏
園
園
園

園
部

愛
媛
大
学
医
学
部

園
面
圃
圃

ぷ、

愛
媛
大
学
医
学
部
で
は
、
聞
か
れ

た
大
学
を
め
ざ
し
て
、
ま
た

一
般
社

会
人
の
健
康
に
関
す
る
意
識
の
向
上

を
図
る
た
め
、
健
康
講
座
を
開
講
し

ま
す

。
町
民
の
み
な
さ
ん
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

な
お
聴
講
は
無
料
で
す
。

日
時

平
成
3

年
9

月
凶
日
出

午
後
2
時
か
ら
4

時
ま
で

場
所
愛
媛
大

学
医
学
部

臨
床
第

一
講
義
室

講
師
及
び
内
容

。
食
生
活
と
健
康

O

司
会衛
生
学
教
授

O

食
事
と
肥
満

生
化
学
第
二
教
授

O

食
事
と
高
血
圧

内
科
学
第
二
助
手

O

小
児
成
人
病

小
児
科
学
助
教
授

のげし報広

i度
辺

奥
田
拓
道

山
石
田

貴
問
嘉

一

問
い
合
わ
せ
先

一

愛
媛
大
学
医
学
部
総
務
課
庶
務
係

一

宮
六
回
|

五
一
一
一
内

線
則
一

ツ
，、.;.

Jレ

ク
リ
ユ〆

Ei 
応、
ヰ食
査

S'C'G 
接
手重

戸コ

し、

て

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査
は
、
結

核
の
感
染
を
調
べ
る
検
査
で
す
。

B
C
G

接
種
は
、
結
核
に
感
染
し

て
い
な
い
者
、
つ
ま
り
ツ
ベ
ル
ク
リ

ン
反
応
陰
性
者
に
対
し
、
結
核
の
発

病
予
防
と
し
て
行
わ
れ
る
予
防
接
種

で
す
。

特
に
礼
幼
児
の
場
合
、
結
核
の
免

疫
が
、
母
親
か
ら
受
け
つ
が
れ
な
い

の
で
、
結
核
に
ま
っ
た
く
無
防
備
で

す
。
で
き
る
だ
け
早
い
時
期
に
ツ
ベ

ル
ク
リ
ン
反
応
検
査
・

B
C
G

接
種

を
受
け
て
下
さ
い
。

実
施
要
項
は
次
の
と
お
り
で
す

。
一→巨豆回
} ~ I Htf�i;!J 1 

孟

| ツベルク リ ン注射 ・ (再) I 
↓ 2 日後

| ツベノレ 7 リン反応検査 ・判定 | 

陰性 (0 - 4 mm) 

疑陽性 (5 -9 mm) 

陽性 ( I Omm以上)

1 BCGlt'f! 1 

4孟

ツベルクリン帥tI
↓ 2 日後

| ツベルクリン反応検査・判定 |

陰性 (0 - 4 畑)

娃陽性 (5 - 9 mm) 

陽性(lOmm以仁)

場
所

O

重
信
町
民
会
館

一
階
診
察
室

持
参
品

O

母
子
手
帳
・
印
鑑

注
意
事
項

①
重
信
町
に
、
住
民
票
の
な
い
方

は
、
当

予
防
接
種
は
う
け
ら
れ

ま
せ
ん
。

②
当
日
は
、
お
畳
の
体
温
を
測
っ

て
き
て
下
さ
い
。

③
ツ
ベ
ル
ク
リ

ン
反
応
検
査
・
B

C
G

接
種
を
行

っ
た
当
日

は
、

入
浴
を
控
え
て
、
安
静
に
し
て

下
さ
い
。

ít-lÏ:i-ìïi#一面一~自 自 大サ 象

9 月 10 日 14 : 00- ツベル 7 リン反応、 平成 2 年6 月 l 日~平成3年5月 3 1 日生
i*) 14 : 30 検査 まれの者及び4歳未満の未検室哲

ッベル 7 リン反応、 9 月 10 日にツベルタリン反応検査を
9 月 12 日 14 : 00- 検食・判定 受けた者

ー .-..... -- ・・ ー' ・・ - -- .-.

陶 14 ・ 30
BCG後極

ツベルタリン反応検査・判定の結果、
陰性の乳幼児

9 月 18 日 14: 00- ツ ベル 7 リン反応 日月 12 日のツベル 7 リン反応検査の
(1j() 14 : 30 倹食 (1ヰ) 結』果、疑陽性・陽性の乳幼児

Y ベルクリン反応、 日月 1 8 日にツベノレ 7 リン反応倹査を
9 月 20 日 1'1 : 00- 検企・判定{再) 受けたもの

--- ・ー . .‘-. .- .-_ --..-

t創 14 : 30 B C G{長極
ツ ベJレ 7 リノ反応検査 ・判定の結来、
陰伎の字L幼児

「ーーー

|健康診査(成人病健診)後半日程表| 胃 台主 ん 検 霊開会:.; 日 手呈 表

下記のとおり鍵康診資(成人病健診)を実絡しますの
下記の通り胃がん検診を実施しますので、皆さんお誘いあ

で、皆さんお誘いあわせのヒ受診して下さし、。 わせの上受診 して下さい。

〈対象者> 40歳以上の住民 〈対象> 40歳以上の住民

〈料金〉無料 〈日時・場所〉
〈持参品〉健康 子i険{お持ちでないんーは当日発行しま 場所 日 程 受付時間
す。)

〈受珍方法〉申し込みはイ4襲です。直後健診会場へお モテソレ 9 月 5 日・ 6 日・ 7 日
午前 7 : 30 

こし下さし」 町民会館
9 月 17 日 ・ 18 日 ・ 19 日

く{遺言舎内容〉 単年 20 日 ・ 21 日
( 全員) 25 日 . 26 日 ・ 27 日

- 9 : 30 

問診 ・身体計槻IJ ・ 尿検査・血圧測定・貧血検査 ・ 肝機 午目ij 8 : 40 
能検査・総コレステローノレ機査・診療・栄養指導・生 町民 会館 11 月 8 日・ 15 日・ 16 日
i舌指通事

-10: 00 

(必要のある人のみ)
〈料金〉 本人負担

心電凶検査・版j底検主主 ・ 』血糖検量E
500円

〈担当医師〉愛媛大学医学部医師 (~I] 負担 3 ， 200円)

〈健診結果〉 く受診で患ない人〉

当日結果のわかるものについては説明します。 ①宵の病気で治療中の人
その他については「健診結果報告会Jにて説明し、 ②胃の手術を受けた人
結果i亙長u蓄をお渡しします。 ③妊娠中の人

月 日 受付時間 場 F庁 1也 E昆 官。 ※① ・ ②の人は、かかり つけの病院で定期検診を受けて下
8 1 27 日

9 : 30-11 : 30 
宜 iil 町民会館

(午前)見奈良 さし、。
13: 00-15: 00 {午後)八反地. 出 t彊l明地

月 28 日 " " 
{午前)間組(議 1 )注 〈検診結果〉
{午後}回縫(緩 2 )注 約 1 ヶ月後、受診者全員に通知します。

9 1 3 日 " ~t背丹小学校体育館
{午前}繍河原

〈申し込み方法〉(午後)志iiI!川

月 4 日 " " 
t午前}凶日 -役場保健婦まで直披申し込んで下さい。
(午後}凶 1M]

5 日 10: 00-11: 00 山乙内井円公民館 山之内 -申し込みをされた方には、検診前に健康調査票を送付し
⑧ 燦 1 8 円 2811 午前{柳屋・ 6草川商店より東町地l正~ 県道 よ り ~t) ます。

議 2 午後(柳原・11<川 l商店よ')車内地区ー l県道 よ リ南)

一一受けていますかグ年 1 回の体の総点検を一一一



ぷ、

剛 12日0 
出 1月0 悶) :í月9 a 0 幽月19 3 刷 8 月 月日 健康診査結果報告会のご案内

2図1 岨日日 日

午惜2 午植 午前10 午時前l9 O 
午植2 efAyfL 午前 午前 午植2 午後 午前 午前 午li 午前 午前 午f金 午II 午f金 午前 午前9 

持参 内 対象 日 こお!奈
程 し皆り診七

l 】~ I ，~ キ 時1 時10 時9 品 ③個 ②毎 ①康健 保容 者・ 下さ実査月時30 時時 時時2分10 時10 時39 0 
時4 時2 時1 時10 時 時

時5分0 時3分0 時2分0 分 20 骨30 I 10 5分o I 20 I 4分0 分 30 I 40 I 20 S分o I 3分o I 4分0 分10 ま説 エ方健 場さん施のか

午分後2: 分午後31 午前110 午分前9 1 

分分分

午憧。 午後t1 午前s 午時2前9 i 0 6憧時33F 午時検13 午問時51300 午前9 1 

I I I I I 

午後4l 午後1 午後1l 午時5前1s00 午前9 h 

健康 す明人ッ日に 婦 健 所 いおし結ら
午1& 午前 午前 。しのクでつ診の 康 。誘ま果報 実

時3 時時4分10 0 
I , 10 1 9 

時1 0 時3 時.0 時20 間 手 、健にきい査話診左 いす 施時 3時0 時4分0 時 時45 時50 時30 
4分0 分 4分0 分 2分0 

: I ~ I :寺0 
帳個診つるて結 査記あ。告~ス し分分分 分分分 分 分分分

量山岡悶 見八志西 摘樋上上 ヰ 陽揖 牛壊自 斬北南下上
別結い自果 をのわ て

信之宿寵 祭反 1:11岡 河口林林 村野野林村 場 相果て分通 受とせをお
町 内# 田凶 調台

談にの知 診おの下り災地川山、 仮 2ミ""' 谷 公団 問問
t記 口 ，一z 、 一抽

~・、~・、川'" 合蝿 地 一 公 2主 主主 自除 去 もつ健康 書 しり上記ま
公民公 民民民民 民民民会 民民去会F処;~ 民民民会民 fリ? 行い の た 、のす金民 民

町棺館館 閉館棺館 耐崎町所 酎館 蝿岨鞄両睡 いてチ見 者 おと健

の~-f し報広(5) 

かS

辻井循環器科・内科

院長辻井武!責

「
か
ぜ
」
と
は
呼
吸
器
(
鼻
.
の

ど

.

気
管
支
な
ど
)
粘
膜
の

一
部
、

ま
た
は
全
体
の
急
性
炎
症
に
よ
る
病

気
を
ま
と
め
た
も
の
と
吾
一

寒
い
時
期
に
は
、
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ

や
R
S

ウ
イ
ル
ス
な
ど
に
よ
る
咳

・

鼻
水
な
ど
「
か
ぜ
症
状
」

を
伴
う
急

性
気
道
感
染
症
が
多
く
み
ら
れ
ま
す
。

暑
い
時
期
に
は
、
腸
管
系
ウ
イ
ル
ス

群
に
よ
る
発
熱
を
主
症
状
と
す
る
咳

の
少
な
い
か
ぜ
が
多
発
し
ま
す
。
夏

に
多
い
ウ
イ
ル
ス
性
の
伝
染
病
の
こ

と
を
俗
に

「
夏
か
ぜ
」
と
呼
ん
で
い

ま
す
。

夏
か
ぜ
の
一
般
的
な
特
徴
と
し
て

は
、
発
熱
や
咽
頭
発
赤
(
の
ど
が
赤

い
)
が
著
明
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
咳
・

た
ん
・

鼻
水
の
症
状
が
な

い
か
、
き
わ
め
て
軽
い
こ
と
で
す
。

か
え
っ
て
下
痢
や
発
疹
を
伴
う
こ
と

の
方
が
多
い
で
す
。
時
に
発
熱
以
外

症
状
が
全
く
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

一
般
に
発
熱
は
三
日
以
内
の
持
続
で

解
熱
し
、
合
併
症
も
な
く
経
過
は
順

調
に
進
み
ま
す
。
た
だ
し
無
菌
性
髄

膜
炎
(
ウ
イ
ル
ス
性
髄
膜
炎
)
を
合

併
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
夏

か
ぜ
だ
か
ら
と
い
っ
て
甘
く
み
て
は

い
け
ま
せ
ん
。
高
熱
が
四
日
以
上
続

い
た
り
、
頭
痛
や
幅
吐
な
ど
が
あ
る

場
合
は
医
師
の
診
察
を
必
ず
受
け
る

よ
う
に
し
て
下
さ
い
。

夏
か
ぜ
の
代
表
的
な
病
気
で
あ
る

エ
ン
テ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
手
足
口

病
や
へ
ル
パ
ン
ギ
l

ナ
と
ア
デ
ノ
ウ

イ
ル
ス
に
よ
る
咽
頭
結
膜
熱
に
つ
い

て
述
べ
て
み
ま
す
。
手
足
口
病
は
、

頬
の
内
側
や
舌
な
ど
の
口
腔
粘
膜
や

手
の
ひ
ら

・

足
の
う
ら
に
小
水
宿

(
小
さ
な
水
ぶ
く
れ
)
が
た
く
さ
ん

で
き
る
病
気
で
す
。
魁
同
部
や
膝
に
も

で
き
ま
す
。
三
十
八
度
の
発
熱
を
み

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
通
常
約
五
日

間
で
な
お
り
ま
す
が
、
時
に
無
菌
性

髄
膜
炎
を
併
発
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
の
で
油
断
し
な
い
で
経
過
を
み
て

下
さ
い
。
な
お
口
腔
所
見
の
強
い
聞

は
登
校
(
園
)
禁
止
で
す
。
へ
ル
パ
ン

ギ
l

ナ
は
、
の
ど
の
奥
に
小
水
宿
や

小
さ
な
潰
蕩
(
赤
い
ブ
ツ
ブ
ツ
)
が
で

き
る
病
気
で
す
。
急
激
な
発
熱

・

の

ど
の
痛
み
・

腹
痛

・

食
欲
不
振
な
ど

の
症
状
が
あ
り
ま
す
。
咽
頭
結
膜
熱

は
、
そ
の
名
の
と
お
り
、
の
ど
の
痛

み
、
結
膜
炎

・

高
熱
が
主
な
症
状
の

病
気
で
す
。
プ
ー

ル
を
介
し
て
学
童

の
聞
に
流
行
す
る
の
で
プ
l

ル
熱
と

も
い
わ
れ
て
ま
す
。
三
十
九
度
か
ら

四
十
度
の
高
熱
が
三
日
か
ら
五
日
間

続
き
ま
す
。
有
熱
時
に
は
頭
痛
・
の

ど
の
痛
み
・

は
き
け

・

下
痢
な
ど
を

訴
え
ま
す
。
こ
の
時
、
く
ぴ
の
リ
ン

パ
節
が
は
れ
て
痛
が
る
こ
と
が
あ
り

ま
す

。

ま
た
限
痛
や
眼
脂
な
ど
の
結

膜
炎
症
状
も
伴
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

経
過
は
良
く
約
7

日
間
で
よ
く
な
り

ま
す
。
患
児
の
遊
泳
禁
止
は
二
週
間

が
目
安
と
な
っ
て
い
ま
す
。
家
族
内

感
染
を
防
ぐ
た
め
に
患
児
専
用
の
タ

オ
ル
や
洗
面
器
具
を
使
用
さ
せ
て
下

支
」
い
。

夏
場
の
子
供
の
か
ぜ

も
し
か
ぜ
に
か
か
っ
た
ら
つ
つ
が

い
」
を
よ
く
さ
せ
て
下
さ
い
。
つ
つ

が
い
」

は
、
の
ど
に
つ
い
た
ウ
イ
ル

ス
を
洗
い
流
し
、
ウ
イ
ル
ス
の
量
を

少
な
く
し
ま
す
。
そ
し
て
そ
の
減
少

し
た
分
、
他
人
に
う
っ
さ
ず
に
す
み

ま
す
。
か
ぜ
で
ゾ
ク
ゾ
ク
し
た
ら
一

枚
重
ね
着
さ
せ
、
体
を
温
く
し
て
早

く
寝
さ

せ
て
下
さ
い
。
食
事
は
少
々

不
規
則
に
な
っ
て
も
よ
い
で
す
か
ら
、

熱
の
下
が
っ
た
機
嫌
の
よ
い
時
に
無

理
じ
い
せ
ず
、
消
化
の
良
い
も
の
を

好
み
に
応
じ
て
与
え
て
下
さ
い
。
温

か
い
ス
l

プ
や
ジ
ュ
ー
ス
を
の
ま
せ

る
と
脱
水
の
防
止
だ
け
で
な
く
、
鼻

水
の
出
が
よ
く
な
り
、
か
ぜ
の
ウ
イ

ル
ス
の
侵
入
数
を
減
ら
し
ま
す
。

「

か
ぜ
」

に
全
く
か
か
ら
な
い
方

法
と
い
う
の
は
現
在
の
と
こ
ろ
あ
り

ま
せ
ん
が
、
「
手
を
洗
う
」

こ
と
は

か
ぜ
の
予
防
と
し
て
非
常
に
効
果
が

あ
り
ま
す
。
「
か
ぜ
」

の
感
染
は
主

に
飛
沫
に
よ
る
と
い
わ
れ
ま
す
が
、

ウ
イ
ル
ス
を
含
む
落
下
し
た
飛
沫
や

鼻
水
な
ど
が
付
着
し
て
い
る
器
物
に

触
れ
た
手
で
、
鼻
や
口
に
さ
わ
る
こ

と
で
感
染
す
る
こ
と
も
多
い
の
で
す
。

し
た
が
っ
て
、
た
び
た
び
手
を
洗
う

こ
と
は

「

か
ぜ
」
を
防
ぐ
の
に
も
役

に
立
ち
ま
す
。
で
き
れ
ば
三
十
秒
か

け
て
手
を
洗
っ
て
下
さ
い
。
流
水
で

三
十
秒
洗
う
と
手
は
ほ
と
ん
ど
無
菌

に
な
り
ま
す
か
ら
。
こ
の
場
合
、
洗

っ
た
手
を
清
潔
な
も
の
で
よ
く
拭
く

こ
と
も
お
忘
れ
な
く
。

終
わ
り
に
「

か
ぜ
」
に
対
し
て
は
、

特
効
薬
も
完
全
な
予
防
法
も
あ
り
ま

せ
ん
の
で
、
ウ
イ
ル
ス
が
入
っ
て
き

て
も
そ
れ
に
打
ち
勝
つ
体
力
を
普
段

か
ら
つ
け
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

乾
布
摩
擦
で
皮
膚
を
鍛
え
た
り
、
栄

養
や
睡
眠
(
畳
寝
も
含
む
)
を
充
分

に
と
り
、
不
規
則
な
生
活
を
さ
せ
な

い
よ
う
日
頃
か
ら
注
意
し
て
お
く
こ

と
が
必
要
で
す
。

※
飛
沫
感
染

患
者
が
咳
や
話
を
す
る
時
呼
吸
器

系
内
に
生
存
す
る
病
原
菌
が
細
か
い

水
滴
と
共
に
鼻
や
口
よ
り
周
囲
に
散

ら
さ
れ
、
こ
れ
を
版
入
す
る
こ
と
に

よ
り
感
染
す
る
こ
と
を
い
う
。

一一夏かぜは「うがい」と「手洗い」の励行を一一一
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目
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6~7ページの

問い合わせは

町民会館

ft64-1500 

催
し
・
教
室

前
期
リ
l
グ

(
5月
9

日

1
7

月

9

日
)

相
談
・
募
集

時

八
月
二
十
九
日
(
木
)

午
前
叩
時
か
ら

所
町

民
会
館
大
ホ
l

ル

師

大
六
良
子
先
生

多
数
ご
参
加
下
き
い
。

日

部

五

部

6 5 4 3 1 l 順

砕 北 '=tt ia、 病 下 チ

石
養

院イ i章
ク l 野 ク 林

フ
グ ) 11 

フ
よ込

ノレ

フ ス 田 A フ A 名

1 1 2 4 5 5 勝

6 4 4 2 1 1 負
。 。 。 。 。 。 分

3 5 4 4 4 4 雨

6 5 4 3 2 1 順

牛 役 堀 上 田 横 チ
窪
河

視l 林
コ

ス 原 .L. 
モ

B 場 i也 A ス B 名 |
。 2 3 3 4 4 勝 |

5 4 2 1 2 2 負 |
。 1 l 2 。 。 分

5 3 4 4 4 4 間 |

講場

圏
固
因
回
圃
園

〈
第
4

回
・
最
終
回
〉

8

月
叩
日
出
日
時
叩
分
1

町
民
会
館
玄
関
前
ロ
ビ
ー

整
木
・
せ
ん
定
・

そ
の
他

無
料

愛
媛
県
菊
花
協
会
理
事

野
本
権
六
先
生

つ一一一一

日
時
場
所
内
容

受
講
料

講
師

一
日
施
設
体
験
学
習

七
月
十
一
日
、
中
央
婦
人
学
級
で

川
内
町
、
特
別
養
護
老
人
ホ
l

ム

「

ガ
リ
ラ
ヤ
荘
」

に
お
い
て

一
日
施

設
体
験
学
習
を
実
施
し
ま
し
た
。

ぷ、

一一一たは?こは岡丁内で買い ましょ

二
部

部

6 5 4 2 2 I 1 )1頂

下 上 八 横 牛 樋 チ

反 i可
林 沸l 口

地 原 ム

B 村 A A A A 名

。 3 5 6 6 8 勝

9 7 4 3 3 2 負
。 。 。 。 。 。 分

l 。 l 。 間

5 4 3 2 1 )1頂

上 見 樋 西 重 チ

村 1小ミ 岡
信 |

口 ク
春 良

フ
中 .L. 

菊 B B フ 学 名

1 I 2 3 4 7 勝

5 4 4 3 l 負
。 。 。 。 。 分

2 2 1 l 。 雨

の

:日当
:に初第:
t 変予 4 : 
更定回:
い日講 :
た 9 座 J
し月は:
ま 21
す日都 i
。を合:

8 よ;
月り :
10 

t1' 

参
加
引
チ
l

ム

町
予
選
ク
ロ
ッ
ケl
大
会

6

月
初
日
同
州

l

間
重
信
中
学
校
運
動
場

し報

部

七
部

老年一部
(60歳以上70歳未満)

優勝田窪 3

[r蟹江 通酎制芋和利lリl
高橋チトシ
平岡 収

2位 横j河可原 B

3位上村 2

老年二部
(70歳以上)

{優憂勝西岡愛好会

(棚木械一綾紅灼三ヨ且
相原 茂
岡本敬一

2位 牛 j湖測掛剃j 

3 イ位立 樋口 3

一般の部
(年齢不問)

優勝見奈良B

(角田綱義 )
友近 言十正
渡辺清明

2位牛測
3位田窪4

6 5 4 3 2 1 1 )1頃

横 上 回 第 下 牛 チ l

窪 i持l
河 樋 フ

メ ク 林 イ
原 団

ツフ
ナ .L. 

C 地 、ソ プ D ス 名

。 2 3 4 4 5 勝

7 4 3 2 l l 負
。 。 。 。 。 。 分

3 4 4 4 5 4 雨

6 5 4 3 2 1 )1頂

西 医 新 回 八 南 チ

村 窪 野

反 回
ノ、f 若

学 ク
ワ

{ 昌

I也 ム
フ ク

フ
岡 部 フ ズ B フ 名

1 1 2 3 4 5 勝

5 4 3 2 1 l 負

l 1 l 1 。 。 分

3 4 4 4 5 4 悶

広

害t_lf:4

ldfmj 

二通 j

司: i4

四

部

J・\.
部

5 4 3 2 1 1)1頃

下 牛 上 田 見 チ

決IJ 奈 |
林 ク 林

フ
良 ム

C フ B 窪 A 名

1 1 3 3 5 5 勝

6 4 3 2 1 2 負
。 。 1 I 0 l 分

I I 1 I 0 雨

5 4 3 2 1 1 )1頂

ノマ 牛 田 国 τt チ，'"、

窪
際

i季
ン 消l コ

団
ノレ

) 11 .L. 

ダ C 地 フ B 名

012 414 5 勝

5 I 5 2 1 1 2 負

1 I 0 o 1 1 0 分

2 I 1 2 I 1 l 雨



幸良広 ぷ、

圃
園
田
園
置

ー
ー
ー
決
意
あ
ら
た
に
|
|
|

あ
る
若
者
か
ら
・
・
-
-
-

-

「
結
婚
が差
別
を
な
く
す
る
近
道

だ
と
思
う
が
、
君
た
ち
若
者
は
ど
う

考
え
て
る
か

U
と
、
い
わ
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
質
問
を
受
け
た
と
き
、

正
直
い
っ
て
と
ま
ど
っ
て
し
ま
う
の

で
す
。

そ
れ
は
、
自
分
の
問
題
と
し
て
考

え
た
と
き
、
結
婚
は
両
性
の
合
意
の

み
に
基
づ
い
て
成
立
す
る
も
の
と
い

う
純
粋
な
考
え
方
の
部
分
と
、
自
分

や
家
族
な
ど
が
も
っ
て
い
る
世
間
体

に
と
ら
わ
れ
る
部
分
と
が
交
錯
す
る

か
ら
で
す
。

私
が
、
部
落
差
別
に
つ
い
て
知
っ

た
の
は
い
つ
の
こ
ろ
だ
っ
た
の
か
と

考
え
て
み
る
と
き
、
小
学
校
の
こ
ろ

に
家
族
や
友
人
な
ど
か
ら
聞
い
た
と

記
憶
し
て
い
ま
す
。
し
か
も
そ
の
内

容
は
、
差
別
を
な
く
さ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
い
う
も
の
で
は
な
く
、
と

も
す
れ
ば
偏
見
に
満
ち
た
形
の
も
の

が
多
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
学
校
で
同
和
教
育
を
受

け
て
き
ま
し
た
し
、
。
友
だ
ち
と
は
仲

よ
く
力
を
合
わ
せ
て
。
と

学
ん
で
は

い
ま
し
た
が
、
私
も
家
族
も
同
和
問

題
に
つ
い
て
真
剣
に
考
え
、
行
動
す

る
人
間
と
な
っ
て
い
な
か
っ
た
と
思

う
の
で
す
。

ま
た
、
「
あ
な
た
方
若
い
人
は
、

合
理
的
な
考
え
方
を
す
る
の
で
、
あ

のt1' し(7) 

な
た
方
の
時
代
に
な
れ
ば
部
落
差
別

は
な
く
な
る
で
し
ょ
う

U
と
い
わ
れ

ま
す

。
し
か
し
、
現
実
の
生
活
を
み
た
と

き
、
意
外
に
昔
か
ら
の
習
慣
や
し
き

た
り
に
従
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い
こ

と
に
気
が
つ
き
ま
す
。
例
え
ば
「
ひ

の
え
う
ま
」
「
大
安
」
「
仏
滅
」
に

左
右
さ
れ
る
な
ど
、
昔
か
ら
の
し
き

た
り
に
は
根
強
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

つ
ま
り
、
合
理
的
・
科
学
的
な
考
え

方
と
共
存
す
る
か
た
ち
で
、
そ
れ
と

反
対
の
意
識
が
働
い
て
い
る
こ
と
も

否
定
で
き
ま
せ
ん
。

そ
う
し
た
中
に
あ
っ
て
、
結
婚
に

つ
い
て
ど
う
思
う
か
と
質
問
さ
れ
、

古
い
し
き
た
り
に
疑
問
を
も
っ
て
い

て
も
、
そ
れ
と
な
く
認
め
て
し
ま
う

よ
う
な
人
間
に
な
っ
て
い
た
と
思
う

の
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
い
ろ
い
ろ
な

仲
間
と
話
し
て
み
る
と
、
み
ん
な
同

じ
よ
う
な
悩
み
を
も
っ

て
お
り
、
そ

れ
は

一
人
だ
け
で
は
ど
う
に
も
な
ら

な
い
こ
と
で
あ
り
、
み
ん
な
と
共
に

正
し
て
い
く
こ
と
の
必
要
性
を
感
じ

ま
し
た
。

同
和
問
題
を
は
じ
め
、
今
の
世
の

中
に
は
い
ろ
ん
な
不
合
理
や
矛
盾
が

あ
り
ま
す
。
そ
れ
が
し
き
た
り
、
習

慣
と
い
っ
た
形
で
受
け
継
が
れ
て
い

て
、
そ
の
こ
と
で
、
人
を
傷
つ
け
て

い
る
こ
と
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
そ
れ
を
ど
こ
か
で
正
し
、

断
ち
切
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
の

た
め
に
は
、
次
代
を
に
な
う
青
年
の

豊
か
で
し
っ
か
り
と
し
た
価
値
観
と

正
し
い
行
動
が
望
ま
れ
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
、
仲
間
と
と
も
に
語
り

合
う
よ
う
努
力
し
て
い
ま
す
。

演 場 日 φ

題 所 時第
夜畳

ぷ重重 8 固
日信開I 信RI 2013 月

時時 27 生
主富民田 0030 日 去e 
き 窪分分側 生

I I 
22115 き
め 時時講
γ3000 座
よ分分 ノ

講演 場日

師題 所時会

木荒 教全岡 t広♀i 重信町 信重町 28 局1 回
霊静量R 自民 窪田品岡 産, 
生先 日ホ 俊午一講鹿

I 2 
ル時

l 育
克一 I I用
ひ|轡詰
め I'? っ
子|芸\，.，

育|長よ
て|ち示

教I~ 安
室|スや

主
催

愛
媛
県
教
育
委
員
会

日
時

9

月
日
日
嗣

受
付

9

時
叩
分
l

叩
時

相
談
叩

時

1

日
時

場
所
川
内
町
中

央
公
民
館

相
談
内
容幼

児
の
身
体
・

知
能
・

言
語

遊
び
・
く
せ
・
し
つ
け
・

食
事
・

性
格
・

排
世
・

登
園
登
校
拒
否

・

そ
の
他

申
込
方
法川

内
町
教
育
委
員
会

宮
六
六
|
四
七
ニ
一

*一新刊図書のご案内一*
〈哲学〉 く〉旧約新書を知っていますか(阿万国高)

〈歴史> ()鎌倉武士物語(今野信雄) <伝記〉

く〉美智子皇后の「いのちの旅J (渡辺みどり)

〈政治・経済> ()登かな国の貧しい政治 (田勢康
弘) ()天安門の悲劇(積山宏章) <社会教養書〉

0新しき定年(加藤仁) <自然科学> ()広がる宇
宙(平凡社) <医学> ()医療福祉のネットワーク

(児島美智子)()脳死(立花隆) <家政学〉 く〉母
さんこの食事大丈夫(浅井まり子) <芸術〉 く〉昭

和の美術全 6 巻(毎日新聞社)く〉あなたに褒めら
れたくて(高倉健) <文学〉 。夢ざめの坂上下

(陳舜臣)く〉悲しみがとまらない(林真理子)

く〉母よ(青野聡)

0今月の標語〈読書は美しく生きる力なり 〉

0開館時間 7 月 20 日から 8 月 30 日までの間

9 時から 20時30分までです。

午後 l 時30分から
8 月 3 ・ 10 日

9 月 7 ・ 14 日

図書館

|休館日 |ZTTZヰ月末日，

(j)~t，，: L~ 
告64-3414

重
信
町
教
育
相
談
室

青
少
年
の
非
行
防
止
、
い
じ
め
、

登
校
拒
否
、
異
性
関
係
、
進
学
、
親

子
の
問
題
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
教
育

上
の
諸
問
題
や
悩
み
ご
と
の
相
談
に

応
じ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談

下
さ
い
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

日
時

毎
週
水
曜
日
日
時
1

口
時

場
所

図
書
館
三
階

電
話
で
も

よ
い
し
、
直
接
来
館
さ

れ
て
も
結
構
で
す
。
お
子
さ
ん
か

ら
の
電
話
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

宮64 -3437 へ

9 8 月

251811 4 2821147 日

近近青井 八 大青水池 キ目
藤藤木 森井田川

談
良栄宏正光 敬正敏邦 員
イ百 史秋 子史康男

と

案内
第 1 回午後 2 時30分~
第 2 回午後 7 時~

重信町民会館大ホール
rうしろの正面だあれ』文部省選定
『木を植えた男』アカデミー賞受賞
大人(高校生以上) ￥ 1 ， 000 

(当日料金￥ 1 ， 300)

小人(小学生・中学生)￥ 800 
(当日料金￥ 1 ， 000)

重信町親と子の良い映画を見る会
重信町文化協会
重信町教育委員会

ー. ，'

‘・圃.の映画会
き 9 月 7 日比)

金

催

全量

ところ

上映映画

料

主
後

一一一図書館をあなたの本棚に一一一



(8) 

. 
経理事務

一、、

フランス (商業簿記録制

刺しゅう ワーフ。 ロ

(内 4 日 間)

9 月 5 日(柄 9 月 3 日ω

-26 日(桐 -10月 23 日(樹

までの21 日
までの 10 日

(土曜・日躍及
(毎週 3 日 ぴ祝祭日を

火木金) 除く)

9 時30分-15時30分

ぷ、の~f' し報広

8

月
は
「
道
路
を
守
る
月
間
」

で
す
。

こ
の
月
間
は
、
道
路
の
環
境
を
よ

く
し
、
皆
さ
ん
方
に
道
路
の
正
し
い

利
用
、
道
路
の
愛
護
を
お
願
い
し
、

道
路
を
常
に
広
く
、
美
し
く
、
ま
た

安
全
に
使
用
し
て
項
く
こ
と
を
目
的

に
し
て
い
ま
す
。

道
路
に
空
き
缶
や
タ
バ
コ

の
吸
殻

を
捨
て
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

歩
道
に
商
品
の
看
板
を
置
い
た
り
、

ビ
ラ
を
貼
る
な
ど
の
不
法
占
用
は
し

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

道
路
は
み
ん
な
の
財
産
で
す
。

道
路
は
正
し
く
使
い
ま
し
ょ
う
。

道
路
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、

次
の
と
こ
ろ
ま
で
ど
う
ぞ
グ

画
園
建
設
省
松
山
工
事
事
務
所

松
山
市
土
居
田
町
叩
1

2

2
七
二
1

0
0
三
四

両
閣
松
山
地
方
局
建
設
部

松
山
市
北
持
田
m

包
囲

一|

一
一
一
一
内
線
制

嗣
割
重
信
町
役
場
建
設
課

宮
六
四
|
二
O
O

一
内
線
仰

8月 10 日は「道の日 」

あ
な
た
の
家
は
大
丈
夫
り

ー
ー
ー

重
信
川
の
防
御
対
象
氾
濫
区
域
図
公
表
さ
れ
る
|
|

2 m 以上 5 m未満の区域

洪水時の河川水位と

氾濫区域の地盤高の差

企
業
が
、
中
途
障
害

者
(
在
職
中
に
労
働
災

害
、
交
通
事
故
、
疾
病

等
の
原
因
で
障
害
者
に

な
っ
た
方
)
の
雇
用
を

継
続
す
る
た
め
、
作
業

施
設
・
設
備
の
改
善
や

必
要
な
職
場
適
応
措
置

を
行
う
場
合
に
、
企
業

に
支
給
さ
れ
る
助
成
金

の
制
度
で
す
。
助
成
金
の
種
類
、
支

給
額
等
は
次
の
と
お
り
で
す
。

障害者
雇用継続助成金制度

①
中
途
障
害
者
作
業
施
設
設
置
等
助

成
金

(二
種
あ
り
)

岡
阿
国
易
施
設
や
設
備
の
設
置

・

整
備
に
要
す
る
費
用
の
%
。
限
度

額
は

一
人
に
つ
い
て
四
五
O
万
円
。

岡
山
国
易
施
設
や
設
備
の
賃
借
に

要
す
る
費
用
の
%
。
限
度
額
は

一

人
に

つ
い
て

二
O
O
万
円
。

ii  
② 

ぃ 金重
て 易度

、 重 中

月度 途
三 中 障
万途 害
円障 者
を 害 職
3 者場
年 一 適
間人 応
助に 助
成つ 成

区域

③
申
請
期
限

中
途
障
害
者
が
職
場
復
帰
し
た
日

か
ら

3
ヶ
月
以
内

未満の

④
問
い
合
わ
せ
先

(
社
)
愛
媛
県
心
身
障
害
者
雇
用
促

進
協
会

官
三
一
l

七
一
三
一

π1 2 

一一一道路は常に広く、美しく一一一



ぶのげし幸良広(9) 

+ 
内場
容所募集員重信町職

あ
な
た
の
健
康
と
幸
せ
を
願
っ
て

巡
回
一
日
目
赤

O

応
急
手
当
の
正
し
い
知
識

O

血
液
型
判
定

O

そ
の
他
健
康
相
談

主
催

日
本
赤
十
字
社
重
信
町
分
区

日
本
赤
十
字
社
愛
媛
県
支
部

松
山
赤
十
字
病
院

愛
媛
県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ

ー

共
催

重
信
町
赤
十
字
奉
仕
団

お
問
い
合
わ
せ

重
信
町
役
場
厚
生
課

宮
六
四
|
二
O
O

一

内
線
二
五
四

平成 4 年度重信町職員を次のとおり募集しま

す。

1.募集人員

一般事務職、技術職、保母、教諭(各若干名)

2. 応募資格

昭和41年 4 月 2 日以後に生まれた者で、学

歴は問いません。

3. 試験日

平成 3 年 9 月上旬(会場

4. 試験科目

一般教養試験、作文、面接

5 . 受験手続

平成 3 年 8 月 30 日までに履歴書(写真貼付)

と健康診断書(胸部 X線撮影による診断必

要)を総務課へ提出。

(照会先 総務課宮64-2001) 

町民会館)

犬
を
飼
っ
て
い
る
方
へ

飼
う
と
き
は
、
責
任
を
も
っ
て

ご
た
ご
た
・
い
ざ
こ
ざ
・

お
悩
み
の
方
、

調
停
相
談
会
へ

時
平
成

3

年
9

月

6

日

樹

日
時
∞
分
l
M
時
∞
分

い
よ
て
っ
そ
ご
う

7

階
(
特
別
食
堂
)

日場

所

日
本
赤
十
字
社
は
、
創
立
百
有
余

年
の
歴
史
を
も
ち
、
人
道

・

博
愛
の

旗
の
も
と
、
世
界
平
和
と
人
類
の
幸

福
を
願
っ
て
、
幅
広
い
活
躍
を
し
て

お
り
ま
す
。

今
回
重
信
町
に
お
い
て
、
み
な
さ

ん
の
健
康
と
幸
せ
を
願
っ
て
「
巡
回

一
日
赤
十
字
」
を
開
催
い
た
し
ま
す

。

み
な
さ
ん
、
ご
近
所
お
誘
い
あ
わ

せ
の
う
え
、
ご
参
加
下
さ
い
。

日
時
平
成
三
年
九
月
六
日

掛

日
時
i

口
時

町
民
会
館
二
階
大
ホ
ー

ル

O

健
康
指
導

O

検
尿
・

血
圧
測
定

相
談
事
項交

通
事
故
・
宅
地
建
物
・

農

地
・

金
銭
関
係
・

離
婚
・

遺

産
相
続
な
ど

相
談
は
無
料
で
す
。

催

愛
媛
調
停
協
会
連
合
会

力

松
山
地
方
裁
判
所
・

松
山

家
庭
裁
判
所
・

愛
媛
弁
護

士
会

協主

最
近
、
火
に
つ
い
て
の
苦
情
が
大

変
増
え
て
き
て
い
ま
す

。

飼
い
犬

は
絶
対
に
放
し
飼
い
を
し
て
は
い
け

ま
せ
ん
。
子
供
た
ち
に
は
特
に
危
険

で
す

。

必
ず
つ
な
い
で
飼
っ
て
下
さ

い
。

ま
た
捨
て
犬
は
野
犬
の
も
と
で

す
。
不
用
に
な
っ
た
り
、
ど
う
し
て

も
飼
え
な
く
な
っ
た
ら
役
場
で
引
き

取
っ
て
い
ま
す
。
捨
て
犬
は
絶
対
に

し
な
い
で
下
さ
い
。

そ
し
て
飼
い
犬
の
登
録
と
狂
犬
病

予
防
注
射
は
飼
い
主
の
義
務
で
す

。

毎
年

一
回
必
ず
行
い
ま
し
ょ
う

。

から(i~臥&
匝唱とおせ

ル
ー
ル
を
守
っ
て

ご
み
の
出
し
方
に
つ
い
て

清
潔
に

o

指
定
日
や
指
定
場
所
以
外
に
ご
み

を
出
さ
な
い
で
下
さ
い

。

ま
た
最

近
で
は
通
勤
途
中
に
別
の
地
区
に

ご
み
を
出
し
て
い
る
方
が
多
く
な

っ

て
い
ま
す
。
ご
み
は
居
住
地
区

内
に
ル
ー

ル
を
守
っ
て
出
し
て
下

支
』
い。

。

ご
み
の
分
別
を
適
切
に
し
て
下
さ

ぃ
。
指
定
の
ご
み
以
外
の
も
の
を

出
す
と
収
集
を
い
た
し
ま
せ
ん
の

で
収
集
場
所
が
不
衛
生
と
な
り
、

付
近
の
住
民
の
方
や
通
行
の
じ
ゃ

ま
に
な
り
危
険
で
す
。

ル
ー
ル
を

一
人

一
人
が
守
る
よ
う
心

掛
け
て
下
さ
い
。

( 使える時間 )
午前 9 時から午後 7 時まで

第 3 日曜日、国民の祝日 ・ 月末日

年末 ・ 年始

直Zi?FA:JFJj ません。

(1 0月 31 日まで)

つ 一一一一一一一ゴミは、決め られた目、場所へ出しましょ



, -f' し幸良広 j.;' 

児
童
扶
養
手
当
に
係
る
認
定
請
求

に
つ
い
て
は
、
手
当
の
支
給
要
件
に

該
当
す
る
に
至
っ
た
日

か
ら
起
算
し

て
五
年
を
経
過
し
た
と
き
は
、
正
当

な
理
由
が
あ
る
と
き
を
除
き
、
行
う

こ
と
が
で
き
な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

(10) 

ご
存
じ
で
す
か

児
童
扶
養
手
当

児
童
扶
養
手
当
は
、
母
子
家
庭
を

対
象
と
し
、
父
の
い
な
い
十
八
歳
未

満
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
母
親
ま

た
は
養
育
者
に
対
し
支
給
さ
れ
ま

す
。

の

。
手
当
の
対
象
と
な
る
児
童

①
父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た
児

童

②
父
が
死
亡
し
た
児
童

③
父
が
障
害
の
状
態
に
あ
る
児
童

④
父
が
生
死
不
明
で
あ
る
児
童

⑤
父
が

一
年
以
上
遺
棄
し
て
い
る

旧
ん
章
一

⑥
父
が
法
令
に
よ
り

一
年
以
上
拘

禁
さ
れ
て
い
る
児
童

⑦
未
婚
の
母
の
子

⑧
そ
の
他
、
孤
児
等

手
当
月
額

児
童

一
人

三
七
、
0
0
0
円

児
童
二
人
五
、

0
0
0
円
加
算

以
下
、
児
童
が

一
人
増
す
ご
と
に

二
、

0
0
0
円
加
算
さ
れ
ま
す

。

手
当
制
度

特
別
児
童
扶
養
手
当

特
別
児
童
扶
養
手
当
は
、
二
十
歳

未
満
で
次
の
よ
う
な
障
害
が
あ
る
児

童
を
養
育
ま

た
は
監
護
し
て
い
る
父

母
ま
た
は
養
育
者
に
対
し
支
給
さ
れ

ま
す
。

。
手
当
の
対
象
と
な
る
児
童

①
精
神
の
発
達
が
遅
れ
て
い
る
た

め
、
日
常
生
活
に
常
時
の
介
護

が
必
要

②
身
体
に
重
度
の
障
害
ま
た
は
長

期
の
安
静
が
必
要

③
精
神
病
な
ど
で
、
日
常
生
活
に

常
時
の
介
護
が
必
要

手
当
月
額

児
童

一
人
に

つ
き

一
級
四
四
、
九

O
O
円

二
級

二
九
、
九

三
O
円

特
別
障
害
者
手
当

一
定
以
上
の
障
害
を
有
し
、
日
常

生
活
に
お
い
て

、

い
つ
も
特
別
な
介

護
を
必
要
と
し
て
い
る

二
十
歳
以
上

の
者
。
但
し
、
施
設
等
に
入
所
ま
た

は
、
医
療
機
関
に
三
ヶ
月
を
越
え
て

入
院
し
て
い
る
者
は
除
か
れ
ま
す

。

手
当
月
額

二
三
、
四
五
O
円

障
害
児
福
祉
手
当

一
定
以
上
の
障
害
を
有
し
、
日
常

生
活
に
お
い
て
、
い
つ
も
介
護
を
必

要
と
し
て
い
る
二
十
歳
未
満
の
児
童
。

但
し
、
施
設
等
に
入
所
し
て
い
る
児

童
は
除
か
れ
ま
す

。

手
当
月
額

一
二、

七
五
O
円

〔
各
手
当
に
共
通
す
る
事
項
〕

所
得
制
限

前
年
分
の
本
人
及
び
扶
養
義
務
者

な
ど
の
所
得
が

一
定
額
以
上
の
人
は

支
給
が
停
止
さ
れ
ま
す

。

現
況
届

各
手
当
と
も
八
月

・

九
月
中
に
前

年
所
得
及
び
家
庭
状
況
を
調
査
致
し

ま
す
。

各
制
度
の
申
請
及
び
お
問
い
合
わ

せ
は
、
役
場
厚
生
課
ま
で
。

包
六
四
i

ニ
O
O

一
内
線
制

，
、r

h・

L

J
な
ら

ー
け
た
る

用
っ
し
ベ

ご
沌
沌
食

，
.
調
理
羽
岨

f
、

じ
細
調
す

毒
!
日
リ
つ
り

の
中

一潔
二
速
一

夏
食
-
清
ご
迅
一
|加熱と冷却|
冷やして増やさず熱して殺す

水
道
だ
よ
り

八
月
一
日
f
J

七
日
は

『
水
の
週
間
』
で
す

水
は
生
命
の
源
で
す
。

水
は
、
私
た
ち
の
毎
日
の
暮
ら
し

ゃ
農
業
、
工
業
な
ど
の
産
業
活
動
を

支
え
る
重
要
な
資
源
で
す
。

し
か
し
、
こ
の
大
切
な
水
も
け
っ

し
て
豊
富
で
は
な
く
、
い
ま
や
限
り

あ
る
貴
重
な
資
源
と
な
っ
て
い
ま
す

。

毎
日
な
に
げ
な
く
使
っ
て
い
る
水

。

こ
の
機
会
に

、

い
ま

一
度
水
を
み

な
お
し
、
く
ら

し
と
水
・

資
源
と
し

て
の
水
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
で

は
あ
り
ま
せ
ん
か

。

検場ま 井年

警守 1 首 戸に
受年に。井 水二
げに井 戸 庁、度
。 一 一 等 V/ は

よ回等 の 水
フ定を 水 管
芳期使 を ZZ
EJ 及用検 1'!R.

ヤぴし 査 李
主臨て し L
C 時いて 〉〉
。のるし、 '.'

水質検査の実施機関

松山中央保健所

松山市北持田町132
宮41-1111

県立衛生研究所

松山市二番町 8 丁目 10
宮31-8757

県予防医学協会

松山市宮田町 6 -6 
宮41-7977

、・4

相談
無料

各
種
相
談
所
秘密
厳守

|
|

人
権
相
誇
|

|

。
日
時
8
月
8
日
剛
山
時
1
日

時

O
場
所
役
場
2
階
会
議
室

一
1
|

行
政
相
談

|
|
|
一

一〈
〉日
時
8
月
8
日
同

・

9
月
ロ
日
一

一
同
日
時
1
日
時

O

場
所
役
場
一

一2
階
会
議
室

一

一

l

l

心
配
ご
と
相
談
|
|
一

一〈
〉日
時
8
月
8
日
嗣

-
n
日
附
一

一日
時
1
日
時

O
場
所
役
場
2
階

一

一
会議
室

一

一
||社
会
保
険
(
年
金
)
相
談

|
|

一

一
〈〉臼
時
8
月

1
日
附
・
9
月
4
日

一

一附
印
時
1
同
時

O
場
所

重
信
一

一町
見
来
良
重
信
町
商
工
会
館

一

一

宮
6
4
i
1
2
5
4

一

|
|

交
通
事
故
相
談
l
|

|

。
日
時
月
曜
日
1
金
曜
日
9
時

1
日
時
O

第
1

・

3
土
曜
日
9
時

i
U
時

〈V
場
所
松
山
市

一
番
町

4
丁
目
4
1

2
愛
媛
県
庁
第

二
別

館
l

階
愛
媛
県
交
通
事
故
相
談
所

宮
4
1
1
2
1
1
1

|

|

税
務
相
談
所
ー
-

O
日
時
月
曜

日
1
金
曜
日
8
時

叩
分
i

口
時
O

第
1

・
3

・

5
土
曜

日
8
時
却
分
i
u
時
加
分

。
場

所
松
山
市
本
町
1
丁
目
3

1

4

松
山
税
務
署
内
包
4
6
1
4
5
8
9

一一一ー滴の社又も土也現ミの R曽り牧l一一一
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考ま問日 う報すのずな、遭そくタ i
えすが」、に有でがんの でかが u 傘、気以つれり立 i

「ニ、効、増 。 生とし 。 正気をパが前てにす雲 i
み水水の毎に水え特活こよ軽確象取ツしよあしるの 1
たのの日年水資るににろう量にレりグまりわてこ下!
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1 ι口\ト めて一水めそこ要せち いし、のみわよ景立。び!

し--一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一J

どてかぼちゃカーニバル

重信川緑地公園グラ ンド

(大下回窪、 愛媛県緑化セ ン ター西)

搬入日 時 間 場 所
う当 日 7 :00-9 :00 カーニパル会場

9/ 5 8:00-]7 :00 

9/6 8:00-]7 :00 
重信 町農協

9/7 8:00-17 :00 
野菜集荷場

聞い合わせ

重信IH J 農業後継者協議全事務局

fi64-2001 (内) 433 

夕
立
は
、
あ
っ
と
い
う
問
に
通

り
過
ぎ
る
の
が
特
徴
で
す

。

激
し

い
雨
が
あ
が
る
と
カ
ラ
リ
と
晴
れ

て
、

何
事
も
な
か
っ
た
よ
う
に
ま

た
せ
み
し
ぐ
れ
が
戻
り
、
街
が
に

ぎ
わ
い
を
取
り
戻
す
の
が
面
白
い

の
で
し
ょ
う

。

俳
句
の
題
材
と
し

て
、

よ
く
登
場
し
ま
す

。

一

夕
立
に
ぬ
れ
た
る
幹
を
一

あ
り
の
ぼ
る
(
小
島
梅
雨
)
4
回

夕
立
は
、
盛
夏
の
午
後
に
一

よ
く
起
こ
り
ま
す

。

積
雲
が
一

発
達
し
て
積
乱
雲
と
な
り
、
伝

た
ち
ま
ち
空
一
面
に
広
が
り、

一

暗
く
な
り
、
大
粒
の
雨
が
激
一

し
い
勢
い
で
落
ち
て
き
ま
す

。

雷

を
伴
う
こ
と
も
あ
り
ま
す

。

と
き

に
は
、
局
地
的
に
水
害
を
引
き
起

こ
す
こ
と
も
あ
り
ま
す

。

夕
立
は
、
夕
立
雲
が
通
過
す
る

と
、

一
時
聞
か
そ
こ
ら
で
あ
っ
け

な
く
終
わ
り
ま
す

。

ま
た
、
「
夕
立

は
馬
の
背
を
『
分
け
る
」
と
い
わ
れ

て
い
る
よ
う
に
、
極
め
て
狭
い
範

囲
で
起
こ
る
こ
と
が
多
い
の
も
特

徴
で
す

。

車
で
走
っ
て
い
る
と
き
、

夕
立
に
遭
う
と
、
あ
っ
と
い
う
問

火の始末一一一

9 月 8 日(日)
午前10時から

(小雨決ir)

どでかぼちゃ搬入方法

ぶ

日寺

所

の

一ー ーおとなりにあげる安心

場

日

げ

月(葉月)

行方不明の人をさガす月間(警察庁〉

道路をまもる月間(建設省〉

観光週間 (~7 日・総理府、運輸省〉

水の日・水の週間 (~7 日・国土庁〉

食昂衛生週間(~刊日・厚生省〉

健康ハートの巴(厚生省〉

健康ハート週間 (~16日 ・厚生省〉

道の日(建設省〉

全国戦没者追悼式 (厚生省〉

パイ7の白(総務庁〉

防災週間 (~g月 5 白 ・ 総理府、 警察庁、

国土庁、 海上保安庁、建設省、 消防庁)

建設物防災週間 (~g月 5日・建設省〉

し幸良

ゆり一純潔ー

サード二ックス一和合一

残暑・腕夏・立秋

広

花暦

誕生石

書簡用語

)¥ 

5 日

10日

15日

19日

30日

1 日

)
 

-l
 

(
 



(12) 

閉
園
四
園
圃
固

七
月
十
五
日
届
出
分

出
生
(
お
め
で
と
う
)

ぷ、の~ t' 広報 し

訴審~!~~，t;f~川J山内向~~@~~1Bt;fi:~福山Wミ
ド港湾国Td民ふカヲ縦断i仇ぬい!1~(~向、ふ
懇パ蛾~~t:~~~àゆ~:S~~~;~~にさ語学総i忠誠黙認:~~0;ft~~;~~Bゃい三2
~:~~ゾヤF平成(9:宅8削凶や19j月.30‘日織り今
言級事:燃j投与刊~tf.i~~{l~~~黙秘党総マ?~~泌総点湘議:京協(\~返事
h 

西 牛田志
i季

岡 沸l 窪 川

上岡 村河平岡原中

文 伸資信
男 彦二吉

優陽 f申優康

子子也介品

7 7 7 7 6 

11 11 8 2 27 

死

(
お
悔
み
)

亡

南田横山牛田樋上 住
野 j原可之
田窪 内測窪口林 所

東平楠波野大恒山
氏 |村田目部中西岡青内島

新真実初安祐政太
名市弓加次 一 市員Jj 郎

年
79 24 6 81 79 90 44 97 

令

7 7 7 7 6 6 6 6 夢E
亡
(J) 

3 3 1 1 27 23 20 20 日
一一一

13:30-14 :30 I 町民会館

. JIJ.J1'j月T:北方 一一一，~，~~，:-: 20，~~ .1 

館

且え一藍
~ ~豊一

町民会館

町民会

町
田I

受 9:00-11 ・ 30
付 13 ・ 00-15:00
E百五可日5
夜 20:00-21:30 
13:30ー 15:30
10:00-12:00 

22(村

23~匂

28附

29(ね

8 

民会館19:30-21 :001 町30幽、ー~

⑧
⑧
⑧
⑮
 

次
の
皆
さ
ん
か
ら
、
重
信
町
社
会

福
祉
協
議
会
に
金

一
封
を
ご
寄
付
下

さ
い
ま
し
た
。
温
か
い
善
意
、
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

東日野恒
村 野中岡

貴
子
さ
ん

寛
さ
ん

鶴
恵
さ
ん

義
忠
き
ん

横牛下志山牛牛田牛西牛 j志 住
i可 i孝之 i撃
原湖l 林川内側洲窪沸j 岡務Jj 川 所

字桝高西丹 i賓績上渡柴機 i倉美 保高田橋原生田木見部田井
谷 護

太芳英昇哲正直勝賢勝 光
者志弘二次一友人秀治孝勉浩

太琢島まち拳'ゴbご、 桃崇尚友 大 出
ひ 朔愛 生

一 也輔ろ郎子治輝美 樹 児

6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 筆月

27 26 26 26 26 25 25 23 18 9 9 8_j_旦一

日|行事名|時商|場所
16(1笛 |お盆のためごみ収集は L 、たしません。 20 日ωに出して下さい。
18(同 i 当番医西村内科 志津川 倉64 - 246 1

|離乳食学級 (H2/ 12月 . H I ,.. ^^ ,__nn 1 
20伏) 13/ 1 月生まれの児í ，~" " 1 14 : 0ト 1 5:30 1 町民会館

健康診査結果報告会 ! n' , n '",' n 1 上付・ 下林・南野間i 9:10-16:10 I 
21附 I， j鯨締税者:.L'rn'ù~' Ä'-1--- :-~~-~ ._. ; -~~.:~. .[. -!1~捌 ・ 糊公民館

町内教職員同和教育珠海長[ : : 8:: 3:Õ~ r~:::Q9: ] 町民会館」
人権講 '座 r i;l:öö::':ïs: "3ö' l 町民主主飴 j
心配ごーと相談所 1. 1， 3 ・ O，Q ,--:',1.5 : ,QO, J 役場会第筆 l
乳児検診(自主Ï)õ月 ・ i-f:i ，Ï<i '1 :~_'~'~ " ': '; : '~ ~'l 

1 1 3:30ー 14 :30 1 町民会館丹生ま れの児) I l�. oJV - J't . >JV I 
3 歳児健診( S 63.4. 1 -63 
6.30生まれの児)

25(日)ト当I，f.~"_，，一一向苓則男主 ー 一
|不燃ゴミ回収日

"'''''.1, 健康診査 (40歳以上の万)27(刈 友ぅ~
月 I ~' ''V I (28日主エL

生き 1: き議席.

一元 主主・謙一 崖一一⑤一

中央婦人学級①λ トレッチ体操
第24間町民大学
講師 アントン・ウイヴキー
演題 「びっくり日本」

3幻1附出|観月祭 (雨天型日引) 一一一一 1 18 :3ω0ト-重重信丙而I蒲I丙可扉)

l 附 |ト一昔言諒昇E&弘b瓦F'禿F売雪-1がレ天込詮釜:'T日11.ili思;
2U閃ωJ)川|目町I県民税第2期.園民飽康保険税第2期.水道料金6か， 7月分納期限

目 健康診査 1 9 : 00 -11 : 30 1 
(40歳以上の方)4 日まで 1 1 3 ・ 00-15:00
文学講座⑥ 113:30-15:30 
山之内移動保健所 1 ", 'nn け・m
(山之内40歳以上の方) 1 .v ,"v ・・・ VV

自が;ん検診(主ヂ1.検診~) 7固まで r ijõ:_: "~):jÖ 
巡回 i 日赤十字 113:00-17:00 

7ω íIiはなし会 1 13:3'0-15:001 図 語
8 旧d 当番民一一関J野民約?，~~三'7.，1.一一一ー士一流…一間f忽QQ

|第7回どてかぼちゃカーニパル 重信川緑地公闘グラウンド午削 10時から

E 子:勝一ゴ三回~Jl
ツベルク リ ン反一応検量
(H2.6. I -H3.5. 3 1 生まれの 1 14 ・ 00-14 ・ 30
者及び4店長未満の未検査者)
l歳;6 ヶ月健診 (H2! 1. 2月生まれの者) 113:30-14:30 
tt~ .. '心伺己ごと_{~，~家所 I I， 3:00~， 15 :00 
ツ反射l定、 B ' C'G按種 r :, ，~~ 日日
(ツ反応検査陰性の乳幼児) I 円 ・ vv~ け・ JV

健康診査結果報告会(受診者)

[骨 i央:料理教言@
I rλ 権講座
114ω おはなし会

l敬老の日南吉井亀甲 7 ラブ総令仁二二二一"，I!!)'.: : ~~: .云民
15(印 L当番)陸一一国立費一所愛媛ー完 横河}~， ." ， . .ç，~1. :-: ，~4~J

軽スポーツ普及大会 下 9:jÒ'~" " '--T 重 l中グランド

慣例 一当館一友愛聞社' :I~~M!I. .. ~_lljlQ一概~r__ 一一一一 ，ÇJ~，:-: .~2，~?
16例)I.. ~賛休 Rのため、ごみ収集はいたしません。 19 日仰に出して下きいq

(不用犬買上げいたじ語:ゼん。 3'Õ 日開)に~hてきて下さい。
l7W 1 聞がん検診 (40歳以上の方)21 日まで 1 7 : 30 - 9: 30 1 町 民 会

'ツベルクリン反応検査僻) ; 1 

9 月 12 日に判定した者のう 1 J 4 : 00 -J 4 : 30 1 町 民

札 陰性7疑陽性の者 一1" " ,. ,.....1 
文学講座 ⑦ 1 13 :30-15:30 1 町
礼冗検診 (H2! 11 月. ・ 15 1 , 0 'on ".  on 1 口ルキ~ ~ - :: ' ' "  "". ,. 1 13: 30 -14 : 30 1 町民
月生まれの者) 1 | 

l ツ反判定 B ・ C.G{在宅重拘 I ,, 'nn ".onl 
20~凶 I /.:~門~~ 1t~.L#- '::.--~~';:~~J\ I 14 :00-14 :30 I 町|(ツ反応検査・陰性の乳幼児) I J'f. VV  - J ~l • �  I 
22 日) 1 当番医 北上靖博整形外科松山市平井町 ft7S-3753 

i 核分~JL.~香医~，L).j~殺松山市主権容~I ‘~，Z!ì，:-:-.1.?_l!?， 
2剖月l[祝日のためこ丸収捧はいたしませλ。 26 日闘に出\:(て :できいp

[不用犬貢上11 - 、 たしまーせんo --:iö 白羽ii二蓮れてきて下さい。
12μ4ω11健建E康葉相談(惜各地区U，皇旦孟主一一 | 各 些一一」三

2剛 f '~誠足i彰鼠品2詰品:i』殿蹴fιμの川方が)一m一計 | ヤf沿:泡がa
2側~ '1心‘配ごと塑談舟 令 | は 22~. l ，~i22. i "役場会議室
開 Iφ共料理教盆⑤ '.'g:3�:':'iz:�' T町長会館

28ω| 組大ごみ回収日(指定場所へ午前10時までに出して下さい。)
四引当番医 宮内病院 l 松山市北梅本町 町5 - 0091

r- ~-h r.t;: ;.，^ -k"' ." rR.t;.I1J1-^I_ü1. ~^~\ I n' ,,^ ' ~'^^ i 上林谷集会所・上林| 健康診査結果報告会(受診者) 1 9 : 30 -1 S : 00 1 
3α月) I__~:~.~~.'~'~~.~_~._~. ~ .~.~~.~~_ _ _L V. ,JV .1 .': . .l~~/. J 傾口・'J黄門原公民.館

1 i首長.健'ri長保険税第 3 矧納一期一限

~t吉井小学校体育館

山之内井口公民館

E一旦~且
町民会館

町民会館

3凶

4 附

5 (:村

6~鈎

(
樋
口
)

(
牛
測
)

(
上
林
)

(
南
野
田
)

町民会館

町民会館

一 俊 一揚一含議室

1 0{火)

llt羽

河
川
の
中
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
生

物
が
生
息
し
て
い
ま
す
が
、
特
に
川

底
に
生
息
す
る
生
物
は
、
過
去
か
ら

調
査
時
点
ま
で
の
、
長
時
間
の
水
質

の
影
響
を
反
映
し
た
結
果
で
も
あ
り

ま
す
。
そ
こ
で
、
水
の
汚
れ
を
見
る

方
法
と
し
て
、
ど
の
よ
う
な
生
物
が

生
息
し
て
い
る
か
を
調
べ
る
こ
と
に

よ
り
、
そ
の
地
点
の
水
質
の
状
態
を

知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

建
設
省
松
山
工
事
事
務
所
と
各
小

学
校
児
童
に
よ
る
、
拝
志
大
橋
下
の

先
日
の
調
査
に
お
い
て
も
、
「
き
た
な

い
水
」
の
部
類
に
入
る
指
標
生
物

「

シ
マ
イ
シ
ビ
ル

」

が
多
数
み
ら
れ

ま
し
た
。
過
去
8

年
間
の
既
往
調
査

を
み
て
も
、

一
見
清
ら
か
な
流
れ
に

み
え
る
重
信
川
も
、
上
流
か
ら
の
生

町民会館

牛測団地 .1番磨台

今洲.努:公民官官
岡1 民含鍔
|町民会館
l 図瞥 館

館

会館

9:20-13:45 

9 :30-12 :00 
19:30-21 :30 
13:30-15:00 

12(桐

印刷

13(j鈎

9 

、E

活
排
水
等
の
流
入
に
よ
り
、
昭
和
旧

年
度
か
ら
水
質
の
状
態
が
悪
く
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。
今
後
私
た
ち
は
、
各

家
庭
に
お
い
て
、
台
所
に
お
け
る
汚

れ
の
除
去
や
、
入
浴
・

洗
濯
時
の
洗
剤

の
適
正
な
使
用
な
ど
、
身
近
な
生
活

排
水
対
策
が
必
須
と
な
り
ま
す
。

建
設
省
河
川
局
編
の
テ
キ

ス
ト

「

河
の
環
境
を
調
べ
る
」
が
、
初
部

あ
り
ま
す
。
夏
休
み
の
宿
題
に
親
子

で
取
り
組
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

館

館

民会館

A 
Zス

会

民

J9(ね
ト一一

月

つ一一一一

役場総務課まで

一一一みんなで川 を大切にしま し ょ
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